
 
 
 
 
 
 
 
 
 

病 院 開 設 事 前 協 議 書 
（医療法人若葉会 六甲病院） 

資料 1 



 
様式１ 

病 院 開 設 事 前 協 議 書 
１．開設者に関する事項 
 （開設者が医師である場合） 

氏   名  医籍番号  

住   所      ＴＥＬ 

開設者が現に病

院若しくは診療

所を開設管理若

しくは勤務して

いる場合には当

該医療機関の概

要 

区   分 開  設 ・ 管  理 ・ 勤  務 

施設の種類 病  院 ・ 診 療 所 

病 床 数 

一般 
療養 
精神      床 
結核 

名   称 
 

所 在 地  

診 療 科 目  

 
 （開設者が法人である場合） 

法 人 の 種 類 医療法人 設立年月日 平成 11 年 12 月 27 日 

名       称 医療法人若葉会 
主たる事務所の所在地 大阪府大阪市北区角田町８番１号 梅田阪急ビルオフィスタワー２１階 

代   表   者 氏名 理事長 西垣 秀尊 
住

所 
個人情報のため非公開  

法人の目的、事業 病院及び介護老人保健施設の経営 

 
 
法 人 が

現に、病

院 若 し

く は 診

療 所 を

開 設 し

て い る

場 合 に

は、当該

医 療 機

関 の 概

要 

施設の種類 名    称 所   在   地 病床数 備 考 

病院

病院

介護老人保健施設

病院

病院

病院

病院

病院

 

堺若葉会病院

明石回生病院

医療法人 若葉会

淀川若葉会病院

医療法人 若葉会

昭和病院

医療法人 若葉会

豊中若葉会病院

医療法人 若葉会

介護老人保健施設わかば

王子回生病院

九州鉄道記念病院

 

大阪府摂津市昭和園

１１番２９号

大阪府豊中市東豊中町五丁目

大阪府大阪市東淀川区豊新

１３番１８号

大阪府豊中市東泉丘三丁目

１番１号

五丁目１５番２５号

大阪府堺市北区新金岡四丁

兵庫県明石市二見町東二見

１番７

５４９番地１

２番３号

兵庫県明石市大道町二丁目

福岡県北九州市門司区二丁目

１番１号

 

90床

115床

103名

164床

180床

155床

69床

236床

 

 

自 己 資 本 比 率 
（医療法人の場合） 

 
   ３.６％ 



２．開設しようとする病院の概要 
 （１）基本的事項 

名        称 六甲病院 

開 設 の 場 所 兵庫県神戸市灘区土山町 5 番 1 号 

開 設 予 定 年 月 令和 3 年 4 月 1 日 

診 療 科 目 内科、呼吸器内科、消化器内科、循環器内科、外科、整形外科、泌尿器科、

眼科、耳鼻咽喉科、リバビリテーション科、放射線科、内科（緩和ケア）、

麻酔科 

病 床 数 

178 床（一般 133 床・療養 45 床・精神  床・結核  床） 

病床機能区分（医療法施行規則第 30 条の 33 の 2）による分類 
（高度急性期  床、急性期 55 床、回復期 55 床、慢性期 68 床） 

特 色 急性期、回復期（地域包括ケア病棟）、慢性期（療養病棟）、終末期

（緩和ケア病棟）に対応できるケアミックス型の病院として、地域

住民等への幅広い医療サービスを提供しております。 
 開設趣旨及び 
 病床数設定の考え方 
 
・ 提供する医療の内容 
・ 当該地域の医療事情 
・ 近隣医療機関との連携等 

基準看護又は新看護の内容(予定)  

療養病床設置の予定 有 (45 床) ・無 老人特定許可の予定 有 ( 床) ・無  

規則第 30条の 32第 1項の規定による特例  有（  号  床） ・ 無  

病院が所属する神戸市では、大規模な大学病院、医療センター等が

多く存在、神戸市外からの患者流入が顕著である一方、高度急性期

医療終了後、在宅復帰が困難な患者の受皿が不足している認識です。

バックベッド機能として、地域医療と連携した運営をしていきたい

と考えています。 

敷 

地 

の 

状 

況 

面    積 13,793.00 ㎡ 

自己所有予定 
の 場 合 

取得の状況  取 得 済 ・ 取得交渉中 ・ 未 交 渉 

交 渉 状 況 令和 2 年 9 月 30 日に基本合意書締結済み。 
令和 3 年 3 月末日 所有権移転・登記予定 

自己所有予定 
で な い 場 合 

所 有 者  
使 用 形 態   賃貸借  ・  その他 （       ） 

他 法 令 解 除 
の 必 要 性 

 
   有 ・ 無  内容 

建
物
の
状
況 

構 造 概 要 鉄筋コンクリート造  6 階建  延床面積 12,074.61 ㎡ 
所 有 予 定 者 医療法人若葉会 
自己所有予定 
でない場合の 
使 用 形 態 

 
  賃貸借 ・ その他  

周 

囲 

の 

状 

況 

交 通 機 関 
阪急電鉄「六甲」駅、JR 神戸線「六甲道」駅、阪神電車「御影」駅

で神戸市バス 16 系統「六甲ケーブル下」行きに乗車 「高羽町」停

留所で下車徒歩 5 分 



近 隣 の 状 況 
別紙参照のとおり、閑静な住宅地の中、斜面に沿って病院は建設さ

れています。 

 
（２）施設及び構造施設に関する事項 

法 
 

 

定 
 

 

施 
 

 

設 

診  察  室 13 ヶ所 203.81 ㎡（科目:内科、外科、整形外科、眼科、耳鼻科 等） 

処  置  室 14 ヶ所 243.05 ㎡（科目:外科処置室、内科救急室、ギブス室、内視鏡室等） 

手  術  室 3 ヶ所  86.92 ㎡ 臨床検査施設 1 ヶ所 302.07 ㎡ 
エックス線装置 アンギオ撮影装置、乳房撮影装置、骨密度測定装置、 

移動型外科用イメージ、ポータブル撮影装置、ＭＲＩ 他 
調  剤  所   １ヶ所  193.17 ㎡ 消 毒 施 設 1 ヶ所 8.32 ㎡ 

給 食 施 設   １ヶ所  296.10 ㎡ 洗 濯 施 設 5 ヶ所 39.96 ㎡ 
給 水 施 設 有 暖 房 施 設 有 
汚物処理施設   3 ヶ所    19.48 ㎡  
分 べ ん 室    0 ヶ所        ㎡ 新生児の入浴施設 0 ヶ所   ㎡ 

機 能 訓 練 室   2 ヶ所    125.6 ㎡ 談 話 室 3ヶ所 81.29㎡ 

食     堂   1 ヶ所    47.1 ㎡ 浴    室 7ヶ所 77.37㎡ 

病 

室 

    1 床室   47 室  521.67 ㎡      4 床室   22 室 556.78 ㎡ 

    2 床室   11 室  135.05 ㎡       床室     室      ㎡ 

    3 床室    7 室  155.51 ㎡       床室     室      ㎡ 

その他 
の施設 

蒸気設備、非常用発電設備、給水設備、消防設備、読影室、地域医療連携室、 
医事事務室、サーバー室、医局 他 

階段、

エレベ

ーター 

室内直通階段  3 ヶ所、 本館 2 階南Ａ階段 幅 1.87m、 蹴上げ 17 ㎝、 踏面 28 ㎝ 

避 難 階 段   １ヶ所 エレベーター ４ヶ所、(その他 小荷物

専用昇降機 3 ヶ所) 

 

設 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

備 
放 

 

射 
 

線 
 

関 
 

係 

診療用エック 
ス 線 装 置 

有  直接撮影装置、間接撮影装置          ・ 無 
   透視装置、ＣＴスキャナー  

診療用高ｴﾈﾙｷﾞｰ 

放射線発生装置 

有  直線加速装置、ベータトロン、         ・ 無  
  （リニアック、ライナック）、 その他（    ）  

診療用放射線 
照 射 装 置 

有  60Co 照射装置、 123I 骨成分分析装置、     ・ 無  
   その他（                 ）  

診療用放射線 
照 射 器 具 

有  管、針、球、ビーズ、板、アプリケーター、   ・ 無  
   その他（     ）、使用核種（      ）  

診療用放射線 
同 位 元 素 

有 （使用核種）                  ・ 無  
                            

臨床検査施設 臨床化学分析装置他 消 毒 施 設 高圧蒸気滅菌装置他 

消 防 用 施 設 スプリンクラー、消火栓他 防 火 施 設 防火戸 

その他の施設  

 
 



（３）人員に関する事項 

管 

理 

者 

氏   名 喜多 泰文 医 籍 番 号 個人情報のため非公開  

住   所 個人情報のため非公開  

主たる経歴 
平成 21 年 1 月 国家公務員共済組合連合会六甲病院 外科医長 
平成 23 年 4 月 同 六甲病院 外科部長に就任 
平成 28 年 7 月 同 六甲病院 診療部長に就任 現在に至る 

 

人     員     配     置     計     画 

職 名 必 要 数 予 定 数 確保済人員 職 名 必 要 数 予 定 数 確保済人員 

医 師 13.0 14.8 ＊ 薬 剤 師 3.0 5.3 ＊ 

看 護 師 60.0 77.8 ＊ 栄 養 士 1.0 1.0 ＊ 

准 看 護 師 0.0 0.5 ＊ 放射線技師  3.9 ＊ 

看 護 補 助 者 12.0 14.3 ＊ 調 理 師  0.0 ＊ 

臨床(衛生)検査技師  5.6 ＊ 事 務 員  19.0 ＊ 

理 学 療 法 士  5.0 ＊ そ の 他  6.1 ＊ 

作 業 療 法 士  2.0 ＊ 計 89.0 155.3 ＊ 

＊令和 3 年 4 月 1 日開設に向けて、現在の医師・職員に引き続き勤務を依頼し、かつ計画的に人員  
確保をしていく所存です。 

 
（４）人員算定根拠及び計算式（医療法第 21 条各項に基づく必要数） 

A：1 日平均入院患者数 178.0 名（一般 133.0 名、療養 45.0 名） 
B：1 日平均外来患者数 129.0 名（耳鼻咽喉科 11.7 名、眼科 5.3 名） 
C：1 日平均外来処方箋枚数 3.1 枚 
〔医師〕 
※Ｘ＝133.0 名+（45.0 名／3）+（112.0 名／2.5）+（17.0 名／5）－52 
  ＝（133.0+15.0+44.8+3.4）－52  
  ＝144.2＞0 の場合 （144.2／16）+3＝12.0125・・・標準人数 13.0 名 
〔看護師〕 
※Ｘ＝（133.0 名／3）+（45.0 名／4）+（129.0 名／30） 
  ＝44.33+11.25+4.3 
  ＝59.88・・・ 標準人数 60.0 名 
〔看護補助者〕 
※Ｘ＝45.0 名／4 

＝11.25・・・ 標準人数 12.0 名 
〔薬剤師〕 
※Ｘ＝（133.0 名／70）+（45.0 名／150）+（3.1 枚／75） 
  ＝1.9+0.3+0.049＝2.2・・・ 標準人数 3 名 



（５）関係者との協議に関する事項 
関  係  者 協議状況及び結果 

地 元 医 師 会 

 
令和 2 年 9 月 30 日 灘区医師会 

片山啓灘区医師会長に事業譲渡の説明済み。 
令和 2 年 10 月 14 日 灘区医師会 

片山啓灘区医師会長と面談後、意見書交付済み。 
 

市保健医療審議会 
医療専門分科会 

 
令和 3 年 2 月 5 日の神戸市保健医療審議会医療専門分科会にて 
審議予定。 

そ の 他 

 
令和 2 年 9 月 30 日 
  堀本東灘区医師会長に事業譲渡の説明済み。 
令和 2 年 10 月 14 日 

 置塩神戸市医師会長に事業譲渡の説明済み。 
令和 2 年 10 月 8 日  

空地兵庫県医師会長に事業譲渡の説明済み。 
令和 2 年 10 月 14 日 東灘区医師会 

堀本仁士会長と面談後、意見書 10 月 24 日に交付済み。 
 

注）地元医師会、市保健医療審議会医療専門分科会については、意見書等を添付すること。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



新規開設又は増床を行おうとする病院の地域医療介護連携に関する申立書 
 
病院名 六甲病院 所在地 兵庫県神戸市灘区土山町 5 番 1 号 
電話番号 078-851-8558 二次医療圏域名 神戸医療圏 保健所名  神戸市保健所 

 
１． 病院の特色（提供しようとする医療の内容） 
 

(1) 医療の分野について（対象患者、診療科目等について） 
内科、呼吸器科、消化器科、循環器科、外科、整形外科、泌尿器科、眼科、耳鼻咽喉科、

リバビリ科、放射線科、総合診療科、緩和ケア内科、消化器センター、麻酔科、健康管理

センター 
上記の入院患者・外来患者等を想定しております 

 
 (2) 医療の専門性について（設備・医療スタッフ等についても記入すること。） 

急性期に重きを置きつつ、回復期、慢性期、終末期医療としても同様に必要な設備を備え、

必要な医療スタッフを配置いたします。 
 
２．当該診療圏域の状況 
 
 (1) 対象に考えている診療圏について 

二次医療圏域名  区  名 
神戸医療圏 灘区 

 
 (2) 患者の特色及び医療ニーズについて 

病院が所属する神戸市では、大規模な大学病院、医療センター等が多く存在、神戸市外

からの患者流入が顕著である一方、高度急性期医療終了後、在宅復帰が困難な患者の受

皿が不足している認識です。バックベッド機能として、地域医療と連携した運営をして

いきたいと考えています。 
 
 (3) 既存の医療機関について、（特に、提供しようとする医療が同じものについて） 

① 病院の状況について 
名    称 病床数 診 療 科 目 役割分担等についての方策 備  考 

公益財団法人甲南会 
六甲アイランド甲南
病院 

198 床 
内科・整形外科

等 
急性期病院から在宅復帰できない患者
を協力して受け入れる。 

 

一般財団法人神戸マ
リナーズ厚生会 
ポートアイランド病院 

212 床 
内科・整形外科
等 

急性期病院から在宅復帰できない患者
を協力して受け入れる。 

 

医療法人明倫会 
宮地病院 88 床 

内科・整形外科
等 

急性期病院から在宅復帰できない患者
を協力して受け入れる。 

 

神戸平成病院 100 床 
内科・整形外科
等 

急性期病院から在宅復帰できない患者
を協力して受け入れる。 

 

春日野会病院 60 床 
内科・整形外科
等 

急性期病院から在宅復帰できない患者
を協力して受け入れる。 

 



医療法人愛和会  
金沢病院 

180 床 
内科・整形外科
等 

急性期病院から在宅復帰できない患者
を協力して受け入れる。 

 

 
  ② 診療所の状況について 

特になし。 
 

 
 (4) 対象に考えている患者の推定数及び将来予測について 

現在弊社法人が運営しております明石回生病院における病床利用率は 90 数％で推移して

おります。六甲病院におきましては同様の病床利用率へと予想しております。外来につき

ましても、現在と同様の 1 日当たり 129 名を予定しております。 
 
 
３．地域医療・介護の連携 
 (1) 取り組みたいこと又は、取り組んでいることについて 

療養病床においては、医療提供が必要な長期療養患者を適切な期間受け入れられるよう

に、地域周辺の介護施設等と連携や弊法人の他施設において、患者のニーズに合わせて

必要な医療サービスを提供する所存です。 
 
 (2) 医療機関との連携 
医 療 機 関 名 内  容 具  体  例 医 療 機 関 

名 
内  容 具  体  例 

中央市民病院 ①②③ 
重症患者の転送、 
在宅・リハビリ患者受入れ 

   

神戸赤十字病院 ①②③ 
重症患者の転送、 
在宅・リハビリ患者受入れ 

   

神戸労災病院 ①②③ 
重症患者の転送、 
在宅・リハビリ患者受入れ 

   

神鋼病院 ①②③ 
重症患者の転送、 
在宅・リハビリ患者受入れ 

   

神戸大学病院 ①③ 
重症患者の転送、 
在宅・リハビリ患者受入れ 

   

〈注〉内容には、次のうちから該当するものの番号を記入すること。 
   ①患者の紹介 ②連絡会の開催 ③後方病院、三次医療を受けもつ病院等への搬送 
   ④共同症例検討会等の開催 ⑤検査の受託と委託 ⑥画像診断等の診療支援 
   ⑦高額医療機器の利用 ⑧オープン病院的な運営 ⑨その他 
 
 (3) 医療機関以外との連携 

機  関  名 連   携   の   内   容 備   考 
カネディアンヒル 療養患者の受入 介護老人保健施設 
プリエール 療養患者の受入 介護老人保健施設 
甲南介護老人保健施設 療養患者の受入 介護老人保健施設 
ケアホームすばる 療養患者の受入 介護老人保健施設 
すばる六甲 療養患者の受入 介護老人保健施設 



ロングステージ御影 療養患者の受入 特別養護老人ホーム 

ロングステージ KOBE 大石 療養患者の受入 特別養護老人ホーム 

友愛苑 療養患者の受入 特別養護老人ホーム 

〈注〉医療機関以外としては、介護サービス事業所、障害福祉サービス事業所等の社会福祉施設が考

えられる。 
 
 (4) 地域保健医療活動等への参加（住民の健康管理等） 

御影北ふれあい協議会における健康体操等の開催（新型コロナウイルスの影響により現在中止） 

 
 
４．その他の特記事項 

大腿骨頸部骨折神戸地域連携クリニカルパス会の参加、灘区医師会協議会の参加、 
東灘区医師会病診連携学術集談会の参加 

 
 
 



開設に要する資金 

 資金計画                                 （単位：千円） 

項   目 所要額 

財源内訳 

備考 
自己資金 借入金 補助金 

その他 

  

建設

改良

費 

施設整備費(購入費) 384,780  384,780     

設計監理費        

土地取得費 1,275,500  1,275,500     

造成・外構整備費        

固定

資産

購入

費そ

の他 

医療機器購入費 22,702  22,702     

什器備品購入費 14,293  14,293     

構築物 16,578  16,578     

        

開設時運転資金 200,000 200,000      

その

他費

用 

        

        

        

計 1,913,853 200,000 1,713,853     

 

 返済計画                               （単位：千円） 

借入金  返済計画 

借入先

(金融

機関名

等) 

返済条件 

金額 

初年度 

R3年4月～

R4年3月 

次年度 

R4年4月～

R5年3月 

３年度 

R5 年 4 月～

R6 年 3 月 

４年度 

R6年4月～

R7 年 3 月 

５年度 

R7年 4月～

R8 年 3 月 

据置 

期間 

償還

回数 

年回×年 

利 率 

  ％ 

市中銀

行 

なし 12回×

15 年 

1％ 1,713,853 元本 114,257 114,257 114,257 114,257 114,257 

利息 16,520 15,377 14,235 13,092 11,949 

     元本      

利息      

     元本      

利息      

     元本      

利息      

合計 
 元本 114,257 114,257 114,257 114,257 114,257 

利息 16,520 15,377 14,235 13,092 11,949 

年度末借入金残額 

1,599,596 

 

 

1,485,339 1,371,082 1,256,826 1,142,569 

 



 

  損益的収支予算書（総括） 

（単位：千円） 

 

 

初 年 度 

(R3年4月～ 

R4年3月) 

次 年 度 

(R4年4月～ 

R5年3月) 

３ 年 度 

(R5年4月～ 

R6年3月) 

４ 年 度 

(R6年4月～ 

R7年3月) 

５ 年 度 

(R7年4月～ 

R8年3月) 

Ⅰ 医  業  収  益 2,088,000 2,193,000 2,298,000 2,403,000 2,508,000 

Ⅱ 医  業  費  用 2,048,885 2,082,167 2,116,418 2,150,344 2,183,905 

   医業利益(医業損失) 39,115 110,833 181,582 252,656 324,095 

Ⅲ 医業外収益 52,899 52,899 52,899 52,899 52,899 

Ⅳ 医業外費用 25,945 24,871 23,797 22,721 21,644 

      経常利益(経常損失) 66,069 138,861 210,684 282,834 355,350 

Ⅴ 特別利益 0 0 0 0 0 

Ⅵ 特別損益 0 0 0 0 0 

税引前当期利益(税引前当期損失) 66,069 138,861 210,684 282,834 355,350 

 当期純利益(当期純損失) 66,069 138,861 210,684 282,834 355,350 

 前期繰越利益(前期繰越損失) 0 66,069 204,930 415,615 698,449 

当期未処分利益(当期未処理損失) 66,069 204,930 415,615 698,449 1,053,798 








